
DG/ML活用方法

企業ロゴなどを想定した

リファレンススライド
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ソフトを起動
デスクトップのアイコンを左に二回連続クリック（以下、ダブルクリック）して、
ソフトを起動してください。
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ユーザー設定の見直し
使いやすい設定にすることで、作業の効率が上がります。
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ユーザー設定(一般)
作図モード(入力方法)は、ベジェもしくは、クイックドローに設定します。

高価なソフトウェアでは
クイックドローで操作することがございます。
ここではクイックドロー設定で作図を行います。
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ユーザー設定(環境)
左右上下よりも、拡大縮小動作が多いと想定した環境作り
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ユーザー設定(単位)
単位は、ミリメートルにすべて統一させます。

※一部は反映されない項目もあります。
Ex)文字間隔設定、糸密度
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グリッド設定の確認

右クリック

マス目の設定をシンプルにすることで、入力ミスを防ぎます。

水平をしっかりとりたい場合は、
グリッドに吸着機能に
チェックを入れます
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表示ウィンドウ
表示される項目を選択すると、入力の簡素化を行えます。
表示設定で以下のように選択します。

左は推奨設定です。

セグメントの
順序変更

セグメントの
詳細内容

文字の詳細設定(プロパティウィンドウより簡素、
上記のほうが扱いやすいケースがあります)

カラーパレットです、ここを押して、次の色替え選択をします。
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新規にデータを作成する
1からデータを作成する場合は、空白のキャンバスから始めます。
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イメージを取り入れる
刺繍したい元の原画画像を取り入れます。
顧客メールから画像が送られて、それを下地にして刺繍をする想定です。
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エンハンスコラムを活用しよう

⑨ ⑩

右クリックは曲線のポイント
左クリックは直線のポイント

3Dボタンを押して、刺繍目を出すと
出力するデザインのあがりが大まかにわかります。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
⑨ ⑩

底辺２点を入力

幅を入力

クリックするポイント→ 左クリック右クリック

幅を入力

幅を入力
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ランを活用

ビーズの表示

補足:セグメントの
開始終了の移動セグメントの開始 開始終了の移動セグメントの開始

セグメントの終了接続で設定した糸では綺麗につないでいかないため、
このようにランをつなぎ糸として活用します。

コラムの開始

コラムの終了(ランの開始)

コラムの開始(ランの終了)

コラムの終了

コラムの開始終了点は、
セグメント選択で変更を行います。
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セグメントの中身
セグメントとは・・刺繍デザインの部品です

セグメントの選択ボタン

刺繍する部品１つずつのことを
セグメントといいます。
ここでは5つのセグメントで構成されています。

1つのセグメント毎にプロパティ設定を行います。
複数選択すれば、一括でプロパティ変更も可能です。
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プロパティの中身②
先ほど入力したエンハンスコラム(セグメント)のプロパティについて
頻繁に使う項目を理解してきましょう。

① ② ③ ④

メインとなる4つの設定
①
縫い方(サテン、タタミなど)
糸密度
②
縮み補正
③
下縫い
④
接続
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プロパティの中身②

縫い方(主にサテンとタタミ)
風合いや、要所によって変更する箇所です

糸密度 縮補正

糸によって数値を変更します。
スプリングの距離が長いと
密度は薄くなり結果的に
太い糸に適した設定になります。

伸縮性のある生地は縮んでしまうので、
設定を変更することで、
本来のふり幅を保てます。
ふり幅(太さ)を大きくしたり小さくしたりする
機能としても使うことがあります。

下縫い

下縫いは、主に生地を安定させてから縫うという観点で設定を行います。
また、タオルなどのパイル生地などは、下縫いで倒してから縫うとクオリティが向上します。

センターラン ジグザグ 輪郭 垂直
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糸密度おさらい

• 細い文字などは、糸密度の数値を上げる
文字が小さい場合は、同じ場所に針落ちしたり
糸が纏まってしまい、風合いが硬くなるので、
糸密度を粗くすると、安定します。
Ex)おおよそアルファベットで7㎜以下の文字

• 細い糸の時は、糸密度の数値を下げる

Ex) 7

細い糸を利用して埋めると、左図のスプリング形状
の空白が目立ちます。逆に太い糸を使用すると、
針数が少なくても埋めることができます。

※密度の数値を下げると、小さな文字が綺麗にでます。
しかし、結果的に針数が増えるため、生産性が下がります。
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プロパティの中身③<接続>
糸を切ると、後で表面処理を行わなくて済みます。
しかし、機械が糸切動作を行うため生産性が落ちてしまいます。
1色毎にセグメントを重ねながら、デザインを作成します。

1セグメントが終わった後の糸切間隔設定です。
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